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布の風合い評価における荷重特性評価  
 

 ○山田  巧 *1)、小柴  多佳子 *1) 
 
１．目的・背景  
 現在、様々な繊維製品に対して触感・温冷感などの感性的価値への関心が高まり、より

高度な製品評価が求められている。従来の衣料素材に比べ、タオルや厚手ニットは、負荷

する荷重によって素材特性・触感ともに大きく変わるため、実際の触荷重に近い条件で評

価を行うことが望ましい。しかし、製品に関する触荷重の指標はなく、ヒトの手触りを想

定した製品評価・装置開発が課題となっている。本研究では、3 軸方向の荷重を検出する

フォースプレートを用い、実際の風合い評価におけるヒトの触荷重を明らかにした。  
 
２．研究内容  
（１）実験方法  

被験者は成人 20 名（男性 13 名、女性 7 名）で、主

な手の身体特性を表 1 に示す。試料は厚さと表面形状

の異なるタオル 3 点、同一糸による度目の異なるニッ

ト 2 点、フェイクファーの計 6 点とした。被験者は、

フォースプレート（図 1）上に設置した試料に対して、

2 種類の動作（往復するように撫でる・垂直に触れる）

による風合い評価を行った。得られた荷重 F(x)：撫で

動作と F(z)：押し動作の極大値について解析を行った。 
 

（２）結果及び考察  
 各試料について、被験者 20 名の平均触荷重を図 2
に示す。撫で動作の平均は 1.3～1.6N の範囲で、試料

全体の平均は 1.5N±0.7N であった。一方、押し動作の

平均は 6.0～7.2N で、試料全体の平均は 6.6N±3.1N と、

撫で動作に比べて値が高く、バラつきが大きい傾向に

あった。  
6 試料の平均触荷重を男女に分けた結果を図 3 に示

す。いずれの触動作においても、女性よりも男性が高

い値を示した。  
 ヒトがタオル製品などの風合い評価を行う際に生じ

る触荷重はおよそ 1～7N で、男性は女性に比べて撫で

と押し動作の平均でおよそ 1N 高い荷重で風合い評価

を行っていることが明らかとなった。これらのデータ

は、実際の触荷重を再現し、目的に応じた触感評価装

置開発の有効な指標になると考えられる。  
 
３．今後の展開  
 今後は、様々な製品・被験者に応じたフォースプ

レートを用いた触荷重評価や、触荷重データを基礎と

して触感を模擬した装置開発へと展開し、中小企業の

快適性・感性的価値の高い製品開発支援に役立てる。  
 

 
*1)繊維・化学グループ  
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図 2. 各試料の平均触荷重及び標準偏差

図 3. 性別にみた平均触荷重及び標準偏差
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図 1. フォースプレート外観 

0

2

4

6

8

10

12

№1 №2 №3 №4 №5 №6

N

撫で動作 押し動作

タ オ ル  ニ ッ ト フ ァ ー

0 

2 

4 

6 

8 

10 

12 

撫で動作 押し動作

N

女性 男性

表 1. 被験者の手の平均身体特性

及び標準偏差  
手長（ cm）* 17.8±1.1 

手囲い（ cm）* 21.3±1.9 

静荷重（N） 2.8±1.1 
 *  J IS S4051 成人用手袋のサイズ及び

その表示方法  
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振動により製品から発生する異常音評価方法について  
 

 ○宮入  徹 *1)、神田  浩一 *1)、服部  遊 *1)、福田  良司 *2) 
 
1．目的・背景  

製品から放射される異常音の一つに、ラトルノイズと呼ばれる騒音がある。このラトルノ

イズについては、確立した評価方法がいまだなく、各社独自の手法で試験を行っているため、

統一的な評価ができていないという現状がある。そこで本研究では、ラトルノイズの定量的

な評価方法の確立及びラトルノイズ低減への寄与を目的とし、ラトル試験を行う上での課題

点である「加振器放射音のキャンセル方法」、「適切な評価方法」について検討した。  
 
2．研究内容  
（１）実験方法  

ラトル試験は、加振器上に試験品を積載し、加振した際に

放射されるラトルノイズを測定する試験方法である。この際、

ラトル試験特有の課題として加振器からも放射音が発生し、

その影響が無視できないという点が挙げられる。本研究では、

この点について周波数分析によりラトルノイズと加振器放射

音との分離を行う手法について検討した。実験は、図 1 に示

すように試験品の直上 0.5m の位置にマイクロホンを設置し、

加振器を稼働させた際に得られる放射音を測定した。  
 
（２）結果及び考察  

スイープ加振を行った際の 3 次元周波数分析結果を図 2 に示す。結果よりラトルノイズ

発生時は、加振周波数の倍音成分が多分に含まれており、この倍音成分を評価することで、

ラトルノイズの評価が可能なことを見出した。放射音の 1 次成分を加振器放射音、2 次以

降の高次成分をラトルノイズとして、加振器放射音とラトルノイズの分離を行った結果を

図 3 に示す。これより、全体の放射音からラトルノイズを抽出して評価し、その発生を明

確に捉えることを可能とした。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

3．今後の展開  
本研究では、ラトルノイズの定量的評価方法について検討し、加振器放射音の影響を除

いたラトルノイズの評価手法を得た。今後は、本評価手法をモーター積載製品等、振動を

伴う多くの個別製品におけるラトルノイズ評価に応用し、依頼試験業務に活用していく。  
 

*1)光音技術グループ、 *2)機械技術グループ  
H24.4～H25.3【基盤研究】振動により製品から発生する異音評価方法の確立  

図 1. ラトル試験時の様子 
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図 2. 3 次元周波数分析結果 図 3. 音源分離によるラトルノイズの抽出 
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